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(57)【要約】
　本発明は、照明システム１１０とターゲット物体１２
０とを備えるアレンジメント１００であって、照明シス
テム１１０が、一次光出力１１１と二次光出力１１２と
を用いてターゲット物体１２０のターゲット表面を照明
するように構成される、アレンジメントに関する。これ
らの光出力はそれぞれ、色を表現する照明スペクトルを
有する。２つの照明スペクトルが異なるが、２つの色が
実質的に同じである。ターゲット表面は、第１のターゲ
ット表面領域と第２のターゲット表面領域とを有する。
第１及び第２のターゲット表面領域は、一次光出力１１
１を用いて照明されるとき、二次光出力１１２を用いて
照明されるときよりも低いコントラストを有する。本発
明のアレンジメントは、雰囲気作りのため、又はターゲ
ット物体１２０への注目を引き寄せるために使用され得
る。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　照明システムとターゲット物体とを備えるアレンジメントであって、前記照明システム
が、第１の色を表現する一次照明スペクトルを有する一次光出力と、第２の色を表現する
二次照明スペクトルを有する二次光出力とを用いて前記ターゲット物体のターゲット表面
を照明し、前記一次照明スペクトルと前記二次照明スペクトルとが、異なるスペクトルパ
ワー分布を有し、前記第１の色と前記第２の色とが、所定の閾値以下の色の差を有し、前
記所定の閾値が、２０と、以下の式：
　　　ΔＥＴ＝ΔＥ０＋αΔｔ
のΔＥＴとのうちの小さい方であり、ここで、ΔＥ０は８に等しく、αは毎秒８に等しく
、及びΔｔは、前記ターゲット表面上の任意の領域の照明が前記一次光出力と前記二次光
出力との間で変化するのにかかる最短時間を表し、
　前記ターゲット表面が、第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域とを備
え、前記第１のターゲット表面領域と前記第２のターゲット表面領域とが、前記一次照明
スペクトルを用いた照明時に第１のコントラストを有し、及び前記二次照明スペクトルを
用いた照明時に第２のコントラストを有し、前記第２のコントラストが、前記第１のコン
トラストよりも大きい、
アレンジメント。
【請求項２】
　前記一次光出力を用いた照明時に、前記第１のターゲット表面領域が、一次の第１の色
を有し、及び前記第２のターゲット表面領域が、一次の第２の色を有し、前記二次光出力
を用いた照明時に、前記第１のターゲット表面領域が、二次の第１の色を有し、及び前記
第２のターゲット表面領域が、二次の第２の色を有し、前記一次の第１及び第２の色と、
前記二次の第１の色とが実質的に同じであるが、前記二次の第２の色とは異なる、請求項
１に記載のアレンジメント。
【請求項３】
　前記一次光出力を用いた照明時に、前記第１のターゲット表面領域が、一次の第１の色
を有し、及び前記第２のターゲット表面領域が、一次の第２の色を有し、前記二次光出力
を用いた照明時に、前記第１のターゲット表面領域が、二次の第１の色を有し、及び前記
第２のターゲット表面領域が、二次の第２の色を有し、前記一次及び二次の第１の色が実
質的に同じであるが、前記一次及び二次の第２の色とは異なる、請求項１に記載のアレン
ジメント。
【請求項４】
　前記第１のターゲット表面領域が、第１の反射スペクトルを有し、及び前記第２のター
ゲット表面領域が、第２の反射スペクトルを有し、前記一次照明スペクトルと前記第１の
反射スペクトルとの積、前記一次照明スペクトルと前記第２の反射スペクトルとの積、及
び前記二次照明スペクトルと前記第１の反射スペクトルとの積が、可視スペクトル内で実
質的に同じスペクトルパワー分布を有し、前記二次照明スペクトルと前記第２の反射スペ
クトルとの積が、異なるスペクトルパワー分布を有する、請求項２に記載のアレンジメン
ト。
【請求項５】
　前記第２のターゲット表面領域が、前記一次照明スペクトルと前記二次照明スペクトル
とのうちの一方にある光で励起され得るフォトルミネッセンス材料を含む、請求項２又は
３に記載のアレンジメント。
【請求項６】
　前記第２のターゲット表面領域が、前記一次光出力で照明されるときに一次反射スペク
トルを有し、及び前記二次光出力で照明されるときに二次反射スペクトルを有するフォト
クロミック材料を含み、前記二次反射スペクトルが前記一次反射スペクトルとは異なる、
請求項２又は３に記載のアレンジメント。
【請求項７】
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　前記第１及び第２のターゲット表面領域が条件等色の色を有し、前記第２のコントラス
トが、条件等色不一致により、前記第１のコントラストとは異なる、請求項１に記載のア
レンジメント。
【請求項８】
　前記照明システムが、時間変化する二次光出力を用いて前記第２のターゲット表面領域
を照明する、請求項１乃至７のいずれか一項に記載のアレンジメント。
【請求項９】
　前記アレンジメントが小売環境の一部であり、前記ターゲット物体が、前記小売環境に
おける商品又は標識のいずれかである、請求項１乃至８のいずれか一項に記載のアレンジ
メント。
【請求項１０】
　請求項１に記載のアレンジメントの照明システムで使用するための照明デバイスであっ
て、
　前記照明デバイスが、第１の色を表現する一次照明スペクトルを有する一次光出力と、
第２の色を表現する二次照明スペクトルを有する二次光出力とを提供し、前記一次照明ス
ペクトルと前記二次照明スペクトルとが、異なるスペクトルパワー分布を有し、前記第１
の色と前記第２の色とが、所定の閾値以下の色の差を有し、前記所定の閾値が、２０と、
以下の式：
　　　ΔＥＴ＝ΔＥ０＋αΔｔ
のΔＥＴとのうちの小さい方であり、ここで、ΔＥ０は８に等しく、αは毎秒８に等しく
、及びΔｔは、前記ターゲット表面上の任意の領域の前記照明が前記一次光出力と前記二
次光出力との間で変化するのにかかる最短時間を表す、
照明デバイス。
【請求項１１】
　前記照明デバイスが、前記一次光出力を提供するための第１のモードと、前記二次光出
力を提供するための第２のモードとで動作され、前記照明デバイスが、前記第１のモード
と前記第２のモードとの間で切り替えるためのスイッチング制御装置を更に備える、請求
項１０に記載の照明デバイス。
【請求項１２】
　動作時、前記一次光出力と前記二次光出力とが異なる方向に向けられる、請求項１０に
記載の照明デバイス。
【請求項１３】
　前記一次光出力と前記二次光出力との前記方向を動的に変えるための指向性制御装置を
更に備える、請求項１２に記載の照明デバイス。
【請求項１４】
　前記一次照明スペクトルが、電磁スペクトルの可視部分にある波長を有する光からなり
、前記二次照明スペクトルが、前記電磁スペクトルの紫外及び／又は赤外部分にある波長
を有する光を含む、請求項１０乃至１３のいずれか一項に記載の照明デバイス。
【請求項１５】
　前記一次光出力が、第１の光源によって提供され、前記二次光出力が、第２の光源によ
って、又は前記第１の光源と前記第２の光源との組合せによって提供される、請求項１０
乃至１４のいずれか一項に記載の照明デバイス。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明システムとターゲット物体とを備えるアレンジメント（構成体、システ
ム）であって、照明システムがターゲット物体を照明して、ターゲット物体の視覚的外観
を好ましくは動的に変えるように構成される、アレンジメントに関する。そのようなアレ
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ンジメントは、例えば、小売環境で、特定の商品への注目を引き寄せるために使用され得
る。また、本発明は、このアレンジメントの照明システムで使用するための照明デバイス
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　多くの状況において、物体の視覚的外観を時には動的にさえ変えることが可能であるこ
とが望ましい。例えば、小売業者は、ある商品に顧客の注目を引き寄せて、その商品の販
売数を増やしたいと考える。典型的には、商品の視覚的外観によって、並びにステッカー
、ラベル、ポスター、及び他の販売促進素材を使用することによって、そのような注目が
引き寄せられる。スーパーマーケットでは、ゴンドラエンドに、又は主通路にある一時的
なディスプレイに商品を陳列することが、コンバージョンの大幅な増加をもたらすことが
できる。顧客を主通路から副通路に進ませることは、商品の陳列又は販売促進の計画の際
に小売業者が大きな注意を払う点である。例えば、特別な宣伝が書かれたラベルが棚の前
部に貼られたり、ポップアップバナー若しくはスイングポップが棚から吊り下げられたり
する。
【０００３】
　また、家庭又はオフィス環境において、特定の雰囲気を作るために、例えば壁の視覚的
外観を変えることが可能であることが望まれることがある。
【０００４】
　物体の視覚的外観は、例えば、投射システムを用いて物体の表面上に画像を投射するこ
とによって変えられることがある。この手法の欠点は、投射システムが比較的高価である
こと、及び、ある角度で又は湾曲したターゲット表面上に画像を投射するための修正を施
さなければならないため、そのようなシステムの設置が比較的難しいことである。
【０００５】
　また、物体の視覚的外観は、物体の表面の少なくとも一部で光学的応答を誘発するため
の光源を用いた照明によって変えられることもある。「光学的応答」は、入射光の吸収に
よる色の変化を表す。例えば、フォトルミネッセンス化合物を励起するため、又は異なる
吸収スペクトルを有する２つの形態の間で化合物を可逆に変換するために、光の吸収が使
用され得る。これらの場合、光学的応答は、それぞれ「フォトルミネッセンス」及び「フ
ォトクロミズム」と称される。
【０００６】
　光学的応答としてのフォトルミネッセンスの一例では、表面は、特定のグラフィック表
現として塗布されるフォトルミネッセンス材料を含むことがあり、従って、適切な光源を
用いた照明下で、フォトルミネッセンス材料が光励起されて光を発光し始め、それにより
グラフィック表現を目に見えるようにする。米国特許出願公開第２００５／０００８８３
０号は、物品の外部カバーの領域に設けられたフォトルミネッセンスグラフィックを有す
る物品を開示する。フォトルミネッセンスグラフィックを励起光に露出させると、例えば
弱光条件で及び／又は励起光の除去後にグラフィックが目に見えるようになる（蓄光効果
）。
【０００７】
　米国特許出願公開第２００３／０２１１２８８号は、物品が形成されるプラスチック材
料にフォトルミネッセンス材料が組み込まれたプラスチック器具を開示する。プラスチッ
ク器具の本体に入る周囲光が、フォトルミネッセンス材料を励起することができ、フォト
ルミネッセンス材料によって発光された光は、グラフィック画像を画定するカット及び／
又は突起によって定められた位置で物品から出ることができる。
【０００８】
　上述したような光学的応答に関して、光源を用いた照明は、グラフィック表現を目に見
えるようにすることができるのみならず、物体の表面の任意の残りの部分の視覚的外観、
並びにおそらくはまた物体の近く及び／又は光源の出力ビーム内の任意の他の表面の視覚
的外観を変えることもある。例えば、フォトルミネッセンス材料が、紫外光で励起され得
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る蛍光体である場合、紫外光源を用いた照明はまた、商品の近く及び／又は紫外光源の出
力ビーム内に立っている人々の衣服中の蛍光増白剤のフォトルミネッセンスも誘発する。
更に、紫外光源は、典型的には、可視スペクトルの青色部分での出力も提供する。特に、
物体の任意の他の部分の外観を変えずに、フォトルミネッセンス材料によって画定された
グラフィック表現を可視化することを望む場合、紫外光源の出力中のそのような可視成分
の存在は、照明される物体の視覚的外観の望ましくない変化をもたらす。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の目的は、前述の欠点の少なくとも幾つかを低減させながら、物体の少なくとも
一部の視覚的外観を好ましくは動的に変えるための解決策を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の第１の態様では、物体は、照明システムとターゲット物体とを備えるアレンジ
メントによって実現される。
【００１１】
　照明システムは、１つ又は複数の光源を有する単一の照明デバイスによって、又は複数
の個別の照明デバイスによって表され得る。照明システムは、第１の色を表現する一次照
明スペクトルを有する一次光出力と、第２の色を表現する二次照明スペクトルを有する二
次光出力とを用いてターゲット物体のターゲット表面を照明するように構成される。一次
照明スペクトルと二次照明スペクトルとが、異なるスペクトルパワー分布を有し、第１の
色と第２の色とが、所定の閾値（ΔＥＴ）以下の色の差を有し、所定の閾値は、２０と、
以下の式：
　　　ΔＥＴ＝ΔＥ０＋αΔｔ　　　（１）
のΔＥＴとのうちの小さい方である。
【００１２】
　式（１）において、ΔＥ０は８に等しく、しかし好ましくは８未満であり、αは毎秒８
に等しく、しかし好ましくは毎秒８未満である。式（１）で、Δｔは、ターゲット表面上
の任意の領域が、一次光出力と二次光出力とのうちの一方のみを用いて照明される状況か
ら、一次光出力と二次光出力とのうちの他方のみを用いて照明される状況になるまでにか
かる最短時間（単位は秒）を表す。式（１）は、本明細書で以後、更に説明する。
【００１３】
　ターゲット物体のターゲット表面は、第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表
面領域とを備える。
【００１４】
　本発明のアレンジメントでは、第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域
とが、一次照明スペクトルを用いた照明時に第１のコントラストを有し、及び二次照明ス
ペクトルを用いた照明時に第２のコントラストを有し、第２のコントラストが、第１のコ
ントラストよりも大きい。
【００１５】
　本発明に関連して、用語「スペクトルパワー分布」は、電磁スペクトル中の各波長での
電磁放射のパワーを表す。照明デバイスの光出力のスペクトルパワー分布は、「照明スペ
クトル」とも称される。人間の目に見える電磁放射は、約３８０ナノメートル～約７４０
ナノメートルの範囲（「可視スペクトル」と称される範囲）内の波長を有する。照明デバ
イスの照明スペクトルは、可視スペクトルからの電磁放射、並びに（近）紫外及び／又は
（近）赤外放射を含むことができることに留意されたい。
【００１６】
　本発明に関連して、用語「コントラスト」は、第１のターゲット表面領域と第２のター
ゲット表面領域との色の相違を表す。
【００１７】
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　光出力の照明スペクトルによって表現される色は、人間の目の錐体細胞に光出力が入射
するときに知覚される色を表し、この色は、照明スペクトルと錐体細胞のスペクトル応答
曲線とを乗じることによって決定され得る。
【００１８】
　錐体細胞は、人間の目に存在する１種の受光体である。錐体細胞は、高輝度カラービジ
ョンに関するものであり、３つのタイプが存在する。第１のタイプの錐体細胞（タイプＳ
）は、可視スペクトルの短波長範囲（約４００ｎｍ～約５００ｎｍ）内の光に対して感受
性があり、第２のタイプの錐体細胞（タイプＭ）は、可視スペクトル（約４５０ｎｍ～約
６３０ｎｍ）の中波長範囲内の光に対して感受性があり、第３の錐体細胞（タイプＬ）は
、可視スペクトルの長波長範囲内の光（約５００ｎｍ～約７００ｎｍ）に対して感受性が
ある。錐体細胞に加えて、人間の目は、桿体細胞の形態での受光体を含む。桿体細胞は、
低輝度の単色ビジョンに関するものであり、４９８ｎｍ付近の波長範囲を有する光に対し
て最も感受性が高い。
【００１９】
　特定のスペクトルパワー分布の光が人間の目に入射するとき、３つのタイプの桿体細胞
が刺激される度合いが、知覚される色（又は色覚）を決定する。３タイプの錐体細胞に対
する刺激のレベルに対応する「三刺激値」として知られている３つのパラメータが、原理
的に任意の色覚を表すことができる。色空間は、様々な物理的に生成されたスペクトルパ
ワー分布を、人間の目で捉えられて三刺激値によって表現される実際の色覚にマッピング
する。等色関数が、物理的に生成されたスペクトルパワー分布を特定の三刺激値と関連付
ける。
【００２０】
　照明デバイスを用いて照明される物体の知覚される色は、照明スペクトルによって特徴
付けられる照明デバイスの出力によって、反射スペクトルによって特徴付けられる物体の
表面の波長依存反射率によって、及びもしあれば物体のフォトルミネッセンスによって決
定される。物体を見るとき、観測者の目に入射する光は、照明スペクトルと反射スペクト
ルとの積であり、更に、物体が照明スペクトル内に存在する光で光励起され得る場合には
更にフォトルミネッセンススペクトルであるスペクトルパワー分布を有する。２つの異な
るスペクトルパワー分布は、それらが同じ三刺激値を生成するとき、観測者には同じ見掛
けの色を有するように見えることがある。
【００２１】
　本発明に関連して、用語「色」は、ＣＩＥ　１９７６（Ｌ＊ａ＊ｂ＊）色空間内の点を
表し、次元Ｌ＊は、明度に関係し、明度／暗度軸に沿った人間の主観的な色の輝度知覚を
反映し、次元ａ＊及びｂ＊は、色度に関係する。
【００２２】
　特定の色のＬ＊ａ＊ｂ＊値を計算するために、基準白色点が必要とされる。本発明に関
連して、一次光出力を用いて照明された理想的な白色拡散器から反射される光のスペクト
ルパワー分布のＣＩＥ　１９３１　ＸＹＺ値が、この目的のために使用される。２つの色
の差は、ΔＥによって表現される。Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間内の２つの色に関して、ΔＥは、
以下によって与えられる。
【数１】

【００２３】
　２つの色は、色の差ΔＥが所定の閾値（ΔＥＴ）以下である場合には、実質的に同じで
あるとみなされる。本発明者らは、２つの色が時間的に順次に提供される場合に、所定の
閾値が、２つの色間のスイッチングの速度に依存すると認識している。即ち、スイッチン
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グ速度が速ければ速いほど、所定の閾値は低くなる。これは、式（１）によって表現され
、ここで、スイッチング速度は、一方の色から他方の色に変化するのにかかる時間（Δｔ
）によって表現される。一方の色が他方の色によって置き換えられるのが速ければ速いほ
ど、Δｔは小さくなる。無限に高いスイッチング速度の極限において、Δｔは、ゼロに近
付く。色が別の色によって置き換えられず、比較すべき２つの色が同時に存在する場合、
Δｔはゼロとみなされる。Δｔがゼロに等しい（又は近付く）前述の状況では、所定の閾
値ΔＥＴの値は、ΔＥ０によって表現される。ある色が別の色によって徐々に置き換えら
れる状況に関しては、所定の閾値ΔＥＴは、パラメータαによって表現される速度で、Δ
ｔの増加と共に増加する。本発明によれば、所定の閾値ΔＥＴの上限は、値２０に設定さ
れる。
【００２４】
　式（１）において、Δｔは、ターゲット物体のターゲット表面上の任意の領域の照明が
一次光出力と二次光出力との間で変化するのにかかる最短時間（単位は秒）を表す。Δｔ
の値を決定するために、一次光出力と二次光出力とのうちの一方を用いて照明されており
、一次光出力と二次光出力とのうちの他方を用いて照明される状況まで変化するのに最短
の時間を有するターゲット表面を見付けなければならない。ターゲット表面の領域は、そ
の領域が、一次光出力と二次光出力とを用いた照明間で変化するのに最短の時間を有する
限り、自由に選択される（従って用語「任意の領域」）。
【００２５】
　幾つかの状況では、一次光出力と二次光出力とで照明される状況の間で変化する領域が
見付けられないことがある。なぜなら、例えば、これら２つの光出力が、どちらも連続的
に存在し、どちらも一定に、時間と共に変化しないターゲット表面の一部を照明するから
である。この場合、Δｔはゼロに設定されるべきである。
【００２６】
　所定の閾値ΔＥＴが、２０と式（１）の解とのうちの小さい方の値を有するとき、第１
の色と第２の色との色の差が全ての色に関してごくわずかであることを本発明者らは見出
している。従って、本発明のアレンジメントによって、ターゲット物体の視覚的外観の望
ましくない変化が防止される又は少なくとも大幅に減少される。これは、一次光出力及び
二次光出力の一次照明スペクトル及び二次照明スペクトルによって表現される第１の色と
第２の色とが実質的に同じであるからである。これは、人が、照明システムによって提供
される一次光出力と二次光出力とを直接見るときに、両方の出力に関して実質的に同じ色
点及び輝度を知覚し、それにより、照明システムが２つの光出力の間で切り替えるときに
、そのようなスイッチングが気付かれない、又は少なくとも目障りでないことを意味する
。
【００２７】
　本発明が使用され得る実用的な状況のほとんどにおいて、それぞれ一次照明スペクトル
及び二次照明スペクトルの第１の色と第２の色とは、白色、例えば２７００Ｋ～６５００
Ｋの間の範囲内の相関色温度を有する白色であることが好ましい。これは、白色表面が、
一次光出力と二次光出力とを用いて照明されるときに同様の白色の外観を有するという利
点を有し、一方、色付きの表面の外観は、一次光出力又は二次光出力のどちらを用いて照
明されたかに依存する。
【００２８】
　第１の光出力と第２の光出力とは、異なるスペクトルパワー分布を有し、従って、第１
のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域とのコントラストを変えるために使用
され得るが、それらが実質的に同じ色を表現するため、任意の望ましくないコントラスト
変化が防止される又は少なくとも大幅に減少される。
【００２９】
　ΔＥ０が５に等しく、αが毎秒６に等しいとき、第１の色と第２の色との色の差は、ほ
ぼ全ての色に関して、特に青でない色に関してごくわずかである。
【００３０】
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　ΔＥ０が３に等しく、αが毎秒１に等しいとき、第１の色と第２の色との色の差は、全
ての色に関して、更にごくわずかであり、実質的に目に見えない。
【００３１】
　ΔＥ０が１であり、αが毎秒０．５であるとき、第１の色と第２の色との色の差は、ほ
ぼ全ての色に関して、特に青でない色に関して目に見えない。
【００３２】
　本発明のアレンジメントの一実施形態では、一次光出力を用いた照明時に、第１のター
ゲット表面領域が、一次の第１の色を有し、及び第２のターゲット表面領域が、一次の第
２の色を有し、二次光出力を用いた照明時に、第１のターゲット表面領域が、二次の第１
の色を有し、及び第２のターゲット表面領域が、二次の第２の色を有し、一次の第１及び
第２の色と、二次の第１の色とが実質的に同じであるが、二次の第２の色とは異なる。
【００３３】
　この実施形態では、第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域とは、一次
光出力を用いた照明下では実質的に同じ外観を有するが、二次光出力を用いた照明下では
異なる外観を有する。更に、第２のターゲット表面領域の外観のみが、光出力に応じて異
なる。第１のターゲット表面領域の外観は同じままである。この実施形態は、照明時に、
表面の任意の残りの部分の視覚的外観は変えられずに、グラフィック表現のみが表面上で
目に見えるようにされ得るため、有利である。
【００３４】
　本発明のアレンジメントの一実施形態では、一次光出力を用いた照明時に、第１のター
ゲット表面領域が、一次の第１の色を有し、及び第２のターゲット表面領域が、一次の第
２の色を有し、二次光出力を用いた照明時に、第１のターゲット表面領域が、二次の第１
の色を有し、及び第２のターゲット表面領域が、二次の第２の色を有し、一次及び二次の
第１の色が実質的に同じであるが、一次及び二次の第２の色とは異なる。
【００３５】
　この実施形態では、第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域とは常に異
なる色を有し、光出力に応じて、２つのターゲット表面領域間のコントラストが変えられ
得る。即ち、二次光出力を用いて、第２のターゲット表面領域が強調され得る。
【００３６】
　上の実施形態の第１の例では、第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域
とは、それぞれ第１の反射スペクトルと第２の反射スペクトルとを有する。この実施形態
では、一次照明スペクトルと第１の反射スペクトルとの積、一次照明スペクトルと第２の
反射スペクトルとの積、及び二次照明スペクトルと第１の反射スペクトルとの積は、実質
的に同じスペクトルパワー分布を有する。
【００３７】
　本発明に関連して、用語「反射スペクトル」は、波長の関数としての反射率のプロット
を表し、用語「反射率」は、界面で反射される入射電磁パワーの割合を表す。
【００３８】
　上の実施形態の第２の例では、第２のターゲット表面領域が、一次照明スペクトルと前
記二次照明スペクトルとのうちの一方にある光で励起され得るフォトルミネッセンス材料
を含む。
【００３９】
　上の実施形態の第３の例では、第２のターゲット表面領域が、一次光出力で照明される
ときに一次反射スペクトルを有し、及び二次光出力で照明されるときに二次反射スペクト
ルを有するフォトクロミック材料を含み、二次反射スペクトルが一次反射スペクトルとは
異なる。この第３の例では、第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域とは
、一様な基色を有することがあり、第２の表面領域は、透明である又はそのフォトクロミ
ック状態の１つで上記基色に一致する色を有する紫外応答フォトクロミック材料を含む。
二次照明スペクトルが紫外放射を含むとき、フォトクロミック材料は色を変え、第２のタ
ーゲット表面領域の外観が変わる。代替として、フォトクロミック材料はまた、他の波長
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の光、例えばあまり目に見えない約４０５ｎｍの波長を有する濃い青色の光に対する応答
性を有していてもよい。フォトクロミック材料を使用するとき、作動中の照明が除かれた
後に、色の付いた状態がしばらく残ることもあり、これは、作動中の照明を短時間だけパ
ルスさせることによって利用され得る効果である。
【００４０】
　本発明のアレンジメントの一実施形態では、第１及び第２のターゲット表面領域は条件
等色の色を有し、第２のコントラストは、条件等色不一致により、第１のコントラストよ
りも大きい。条件等色不一致は、第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域
とのうちの一方が、一次照明スペクトルと二次照明スペクトルとのうちの一方で増加又は
減少されたある波長での異なるピークを有する反射スペクトルを有するときに強いことが
ある。
【００４１】
　特定の照明条件の下で、異なる反射スペクトルを有する２つの物体が同じ見掛けの色を
有するように見えるとき、これらの色は、「条件等色対」と称される。異なる照明条件下
で、同じ２つの物体が異なる見掛けの色を有するように見えるとき、これは、「条件等色
不一致」と称される。例えば、２着の黒い衣服は、店内では同じ色を有するように見える
ことがあるが、太陽光の下での屋外ではかなり異なるように見えることがある。
【００４２】
　本発明によるアレンジメントにおいて、一次光出力と二次光出力とは、順次に又は同時
に提供され得る。一次光出力と二次光出力が順次に提供されるとき、２つの光出力の間で
の幾らかのクロスフェーディングが使用され得る。また、第１の光出力を連続的に提供し
、第２の光出力が間断的に提供されることも可能である。
【００４３】
　本発明によるアレンジメントでは、一次光出力と二次光出力は、ターゲット表面の同じ
部分を照明するように構成されても、ターゲット表面の異なる部分を照明するように構成
されてもよい。ターゲット表面の照明される部分は、時間にわたって静止していても、時
間にわたって変化してもよい。一次光出力と二次光出力とがそれぞれ連続的に存在すると
き、及び一次光出力と二次光出力とがそれぞれ、時間にわたって変化しない領域を照明す
るとき、アレンジメントは、静的アレンジメントと称される。一次光出力と二次光出力と
のうちの少なくとも一方が連続的に存在しないとき、及び／又は一次光出力と二次光出力
とのうちの少なくとも一方が、時間にわたって変化する領域を照明するとき、アレンジメ
ントは、動的アレンジメントと称される。
【００４４】
　ターゲット表面の照明される部分を変えることは、照明デバイスを指向し直すことによ
って行われ得る。代替として、照明デバイスは、例えば１列に配置された複数の光源を備
えていてよく、順次に光源のオン／オフを切り替えることによって、この照明デバイスの
光出力によって照明されるターゲット表面の部分が時間にわたって変化する。
【００４５】
　本発明によるアレンジメントでは、照明システムが、時間変化する二次光出力を用いて
第２のターゲット表面領域を照明するように構成され得る。この場合、第２のターゲット
表面領域は、時間にわたって一定でない二次光出力を照明システムから受け、それにより
、第２のターゲット表面領域の視覚的外観は動的に変わるようにされ得る。
【００４６】
　本発明のアレンジメントは、多様な環境、例えば小売環境で適用され得て、その際、タ
ーゲット物体は、小売環境における商品又は標識のいずれかである。小売環境で適用され
るとき、本発明のアレンジメントは、例えば、商品自体の外観を動的に変えることによっ
て、又は商品を表す標識の外観を動的に変えることによって、販売する商品に顧客の注目
をより良く引き寄せるために使用され得る。本発明のアレンジメントは、任意の環境で、
例えばオフィス、家庭、及び店の壁及び／又は天井の視覚的外観を変えるために適用され
得る。そのような用途では、本発明のアレンジメントは、特定の雰囲気を作るために使用
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され得る。
【００４７】
　本発明のアレンジメントは、交通標識用途でも適用され得る。そのような用途では、照
明システムは、車両の一部でよく（例えば車のヘッドライトに含まれることがある）、又
は屋外照明システムの一部でよく（例えば街灯に含まれることがある）、ターゲット物体
は、交通標識でよい。
【００４８】
　本発明の第２の態様では、上記の目的は、第１の色を表現する一次照明スペクトルを有
する一次光出力と、第２の色を表現する二次照明スペクトルを有する二次光出力とを提供
するように構成される照明デバイスによって実現される。一次照明スペクトルと二次照明
スペクトルとは、異なるスペクトルパワー分布を有し、第１の色と第２の色とは、所定の
閾値（ΔＥＴ）以下の色の差を有し、所定の閾値は、２０と式（１）の解とのうちの小さ
い方であり、従って、第１の色と第２の色とは、本明細書のアレンジメントに関して本明
細書で既に前述したように、実質的に同じである。
【００４９】
　そのような照明デバイスは、本発明の第１の態様によるアレンジメントで使用され得る
。
【００５０】
　本発明の照明デバイスの一実施形態では、照明デバイスは、一次光出力を提供するため
の第１のモードと、二次光出力を提供するための第２のモードとで動作されるように構成
される。この実施形態では、照明デバイスは、第１のモードと第２のモードとの間で切り
替えるためのスイッチング制御装置を更に備える。
【００５１】
　この実施形態では、第１のモードと第２のモードとの間のスイッチングの周波数は、用
途に依存する。例えば、周波数は８０ヘルツ以下でよく、従って、スイッチングは、人間
によって実際に知覚され得る。シーン設定又は雰囲気作りの分野での特定の用途に関して
、スイッチング周波数は、人の概日リズムに合致するように選択され得る。スイッチング
周波数は、時間にわたって一定でよいが、時間にわたって変わってもよい。
【００５２】
　本発明の照明デバイスの一実施形態では、照明デバイスが動作中であるとき、第１の光
出力と第２の光出力とは異なる方向に向けられる。この実施形態では、照明デバイスは、
一次光出力と二次光出力との方向を動的に変えるための指向性制御装置を更に備える。
【００５３】
　スイッチング制御装置と指向性制御装置とは、単一の制御装置ユニットに組み込まれ得
る。
【００５４】
　本発明の照明デバイスの一実施形態では、一次照明スペクトルが、電磁スペクトルの可
視部分にある波長を有する光のみを含み、二次照明スペクトルが、電磁スペクトルの紫外
及び／又は赤外部分にある波長を有する光を更に含む。
【００５５】
　照明デバイスの上記の実施形態では、３１５ナノメートルよりも長い波長（ＵＶ－Ａ放
射としても知られている）を有する紫外放射を使用し、人々がＵＶ－Ｂ及びＵＶ－Ｃ放射
に曝されないようにすることが好ましい。更に、ＬＥＤに基づく紫外光源を使用すること
が有利である。なぜなら、そのような光源は、蛍光灯に基づくもの等、他の紫外光源より
も急速にオン／オフを切り替えられ得るからである。
【００５６】
　本発明の照明デバイスでは、一次光出力が、第１の光源によって提供され得て、二次光
出力が、第２の光源によって提供され得る。例えば、第１の光源は、白色光を発光するた
めのＲＧＢ－ＬＥＤを備えることがあり、第２の光源は、白色光を発光するための（遠隔
）蛍光体と組み合わせた青色ＬＥＤを備え、ここで、両方の光源は、実質的に同じ色温度
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の白色光を発光するように構成される。
【００５７】
　本発明の照明デバイスでは、一次光出力は、一次照明スペクトルを有することがあり、
一次照明スペクトルは、少なくとも可視スペクトルの一部において、５０ｎｍよりも大き
い、好ましくは８０ｎｍよりも大きい半値全幅（ＦＷＨＭ：full width at half maximum
）を有する比較的広い発光帯域（例えば、白色、ライム、琥珀色、及び赤色の群から選択
された色を表現する発光帯域であり、ここで、この発光帯域は、蛍光体変換ＬＥＤによっ
て間接的に生成される）を含み、第２の光出力は、二次照明スペクトルを有し、二次照明
スペクトルは、５０ｎｍ未満、好ましくは３５ｎｍ未満のＦＷＨＭを有する比較的狭い発
光帯域を含む（例えば、原色の赤、緑、及び青の群から選択される色を表現する発光帯域
であり、ここで、この発光帯域は、ＬＥＤによって直接生成される）。
【００５８】
　代替として、第１の光出力と第２の光出力とは同じ光源によって提供され得て、この光
源は、ここで、例えばそれぞれ異なるピーク波長で発光する複数のＬＥＤの組合せを使用
することによって「プログラム」され得る光出力を有する。ＬＥＤを個別に制御すること
によって、光出力は合成され得る。必要であれば、スペクトル内の１つ又は複数の波長の
減少は、スペクトル内の１つ又は複数の他の波長を増加させることによって視覚的に補償
され得る。
【００５９】
　また、光源によって発光される光の一部を選択的に除去するためにカラーフィルタを使
用する、例えば狭い阻止域を有する帯域阻止フィルタ（ノッチフィルタとも称される）を
用いることも可能である。除去されている部分を視覚的に補償するために、更なる着色光
が使用され得る。
【００６０】
　本発明による照明デバイスの一実施形態では、一次光出力が、第１の光源によって提供
され、二次光出力が、第２の光源によって、又は第１の光源と第２の光源との組合せによ
って提供される。代替として、第１の光出力と第２の光出力とは、同じ光源によって提供
されてもよい。
【００６１】
　本発明による照明デバイスは、ターゲット表面を照明し、ターゲット表面上にグラフィ
ック表現を表示するために使用され得る。この目的で、ターゲット表面は、第１の光出力
を用いた照明時に第１の光学的応答を提供し、及び第２の光出力を用いた照明時に第２の
光学的応答を提供するように構成される光応答性材料を含み、ここで、第１の光学的応答
は、第２の光学的応答とは異なる。
【００６２】
　次に、本発明の幾つかの例を、添付図面を参照しながら詳細に説明する。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１ａ】本発明のアレンジメントの実施形態による、一次光出力と二次光出力とを用い
た照明下でのターゲット表面の異なる状況を概略的に示す。
【図１ｂ】本発明のアレンジメントの実施形態による、一次光出力と二次光出力とを用い
た照明下でのターゲット表面の異なる状況を概略的に示す。
【図１ｃ】本発明のアレンジメントの実施形態による、一次光出力と二次光出力とを用い
た照明下でのターゲット表面の異なる状況を概略的に示す。
【図１ｄ】本発明のアレンジメントの実施形態による、一次光出力と二次光出力とを用い
た照明下でのターゲット表面の異なる状況を概略的に示す。
【図２ａ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図２ｂ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図３ａ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図３ｂ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
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【図４ａ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図４ｂ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図４ｃ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図５ａ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図５ｂ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図５ｃ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図５ｄ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図６ａ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図６ｂ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図７ａ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図７ｂ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図７ｃ】本発明のアレンジメントの一実施形態を概略的に示す。
【図８ａ】本発明によるアレンジメントにおいて、時間の関数として一次光出力と二次光
出力とが提供され得る様子を概略的に示す。
【図８ｂ】本発明によるアレンジメントにおいて、時間の関数として一次光出力と二次光
出力とが提供され得る様子を概略的に示す。
【図８ｃ】本発明によるアレンジメントにおいて、時間の関数として一次光出力と二次光
出力が提供され得る様子を概略的に示す。
【図８ｄ】本発明によるアレンジメントにおいて、時間の関数として一次光出力と二次光
出力とが提供され得る様子を概略的に示す。
【図９ａ】本発明によるアレンジメントの第１の例に関し、それぞれ一次光出力及び二次
光出力の一次照明スペクトル及び二次照明スペクトルを示す。
【図９ｂ】本発明によるアレンジメントの第１の例に関し、それぞれ第１のターゲット表
面領域及び第２のターゲット表面領域の第１の反射スペクトル及び第２の反射スペクトル
を示す。
【図９ｃ】本発明によるアレンジメントの第１の例に関し、一次光出力と二次光出力とを
用いた照明時の第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域とから戻される光
のスペクトルパワー分布を示す。
【図９ｄ】本発明によるアレンジメントの第１の例に関し、一次光出力と二次光出力とを
用いた照明時の第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域とから戻される光
のスペクトルパワー分布を示す。
【図１０ａ】本発明によるアレンジメントの第２の例に関し、それぞれ一次光出力及び二
次光出力の一次照明スペクトル及び二次照明スペクトルを示す。
【図１０ｂ】本発明によるアレンジメントの第２の例に関し、一次光出力と二次光出力と
を用いた照明時の第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域とから戻される
光のスペクトルパワー分布を示す。
【図１０ｃ】本発明によるアレンジメントの第２の例に関し、一次光出力と二次光出力と
を用いた照明時の第１のターゲット表面領域及び第２のターゲット表面領域から戻される
光のスペクトルパワー分布を示す。
【図１１ａ】本発明によるアレンジメントの第３の例に関し、一次光出力と二次光出力と
を用いた照明時の第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域とから戻される
光のスペクトルパワー分布を示す。
【図１１ｂ】本発明によるアレンジメントの第３の例に関し、一次光出力と二次光出力と
を用いた照明時の第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域とから戻される
光のスペクトルパワー分布を示す。
【図１２】本発明のアレンジメントで使用するための照明デバイスの一次照明スペクトル
及び二次照明スペクトルを示す。
【発明を実施するための形態】
【００６４】
　これらの図は概略的であり、正確な縮尺で描かれてはいないことに留意すべきである。



(13) JP 2016-514894 A 2016.5.23

10

20

30

40

50

見やすくするために、また便宜上、これらの図の幾つかの部分の相対的な寸法及び比率は
、大きさを拡大又は縮小して示されている。
【００６５】
　図１は、それぞれ一次光出力及び二次光出力を用いた照明下での、第１のターゲット表
面領域１１及び第２のターゲット表面領域１２を有するターゲット表面１０の様々な状況
を概略的に示す。図１において、一次光出力を用いた照明下でのターゲット表面１０が左
側に示されており、二次光出力を用いた照明下でのターゲット表面１０が右側に示されて
いる。任意の照明に関して、第１のターゲット表面領域１１と第２のターゲット表面領域
１２とはコントラストを有し、二次光出力を用いた照明下（右側）では、一次光出力を用
いた照明下（左側）よりもコントラストが大きい。
【００６６】
　図１ａでは、第１のターゲット表面領域１１及び第２のターゲット表面領域１２は、一
次光出力を用いた照明下でも、二次光出力を用いた照明下でも異なる色を有する。更に、
第１のターゲット表面領域１１の色は、一次光出力及び二次光出力を用いた照明下で異な
り、第２のターゲット表面領域１２の色も、一次光出力及び二次光出力を用いた照明下で
異なる。
【００６７】
　図１ｂでは、第１のターゲット表面領域１１及び第２のターゲット表面領域１２は、一
次光出力を用いた照明下では実質的に同じ色を有し、二次光出力を用いた照明時にのみ色
の差が得られる。
【００６８】
　第１のターゲット表面領域１１は、一次光出力及び二次光出力を用いた照明下で、実質
的に同じ色を有することがある。二次光出力を用いた照明は、選択的に、ターゲット表面
領域１２の色を変え、第１のターゲット表面領域１１の色は変わらない。これは、図１（
ｃ）及び図１（ｄ）に示されている。
【００６９】
　図１ｃでは、第１のターゲット表面領域１１及び第２のターゲット表面領域１２は、一
次光出力を用いた照明下で実質的に同じ色を有する。この例では、ターゲット表面領域１
１及び１２は、一次光出力を用いて照明されるときには区別不可能であり、二次光出力を
用いた照明下では、第２のターゲット表面領域１２が目に見えるようにされ得る。
【００７０】
　図１ｄでは、第１のターゲット表面領域１１と第２のターゲット表面領域１２は、一次
光出力を用いた照明下で異なる色を有し、二次光出力を用いた照明時には色の差が大きく
なる。この例では、第２のターゲット表面領域１２は、第１のターゲット表面領域１１と
常に異なり、二次光出力を用いて照明されるときに強調される。
【００７１】
　図１において、一次光出力及び二次光出力を用いた照明下でのターゲット表面１０の異
なる外観は、条件等色、フォトルミネッセンス、又はフォトクロミズム、又はこれらの効
果の１つ又は複数の任意の組合せによって引き起こされ得る。
【００７２】
　条件等色の場合、第１のターゲット表面領域１１及び第２のターゲット表面領域１２は
、条件等色の色を有し、二次光出力を用いた照明下でのコントラストは、条件等色不一致
により、一次光出力を用いた照明下でのコントラストよりも大きい。好ましくは、第１の
ターゲット表面領域１１と第２のターゲット表面領域１２とのうちの一方は、一次照明ス
ペクトルと二次照明スペクトルとのうちの一方で増加又は減少されたある波長での異なる
ピークを有する反射スペクトルを有する。この場合、条件等色不一致は強くなる。
【００７３】
　フォトルミネッセンスの場合、第２のターゲット表面領域１２は、フォトルミネッセン
ス材料を含む。フォトルミネッセンス材料は、ターゲット物体１０上の層として塗布され
ても、ターゲット物体１０の表面に組み込まれてもよい。好ましくは、第１のターゲット
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表面領域１１は、フォトルミネッセンス材料を含まず、二次光出力のみが、第２のターゲ
ット表面領域１２に含まれるフォトルミネッセンス材料を励起することができる放射を含
む。第１のターゲット表面領域１１及び第２のターゲット表面領域１２は、実質的に同様
の反射スペクトルを有する場合には、一次光出力を用いた照明下で実質的に同じ色を有す
る。二次光出力を用いた照明下で、第２のターゲット表面領域１２のフォトルミネッセン
ス材料が励起され、第２のターゲット表面領域１２の色が変わる。好ましくは、第１のタ
ーゲット表面領域１１の色は、二次光出力を用いた照明時に変わらない。
【００７４】
　一例では、第１のターゲット表面領域１１及び第２のターゲット表面領域１２は、実質
的に同じ反射スペクトルを有する。第１のターゲット表面領域１１及び第２のターゲット
表面領域１２のうち、第２のターゲット表面領域１２のみが、紫外放射で励起され得るフ
ォトルミネッセンス材料（ＵＶ蛍光体とも称される）を含む。この例では、一次光出力は
紫外放射を含まず、従って、一次光出力を用いた照明下では、第１のターゲット表面領域
１１及び第２のターゲット表面領域１２の色は、光の反射のみによって決定される。第１
のターゲット表面領域１１及び第２のターゲット表面領域１２は、実質的に同じ反射スペ
クトルを有するため、実質的に同じ色を有する。二次光出力は、第２のターゲット表面領
域１２に含まれるＵＶ蛍光体を励起することができる紫外光を含む。二次光出力の残りの
部分は、一次光出力と同様である。二次光出力を用いた照明下では、ここでＵＶ蛍光体が
光を発光し始めるため、第２のターゲット表面領域１２のみが色を変える。第１のターゲ
ット表面領域１１の色は、依然として光の反射のみによって決定されるため、同じままで
ある。
【００７５】
　上の例では、紫外放射は、第２のターゲット表面領域１２に含まれるフォトルミネッセ
ンス材料を励起するために使用される。紫外放射に人々が曝され得る用途に関して本発明
のアレンジメントで紫外放射を使用するとき、３１５ナノメートルよりも長い波長（ＵＶ
－Ａ放射としても知られている）を有する紫外放射を使用し、人々がＵＶ－Ｂ及びＵＶ－
Ｃ放射に曝されないようにすることが好ましい。更に、本発明のアレンジメントで紫外放
射を使用するとき、ＬＥＤに基づく紫外光源を使用することが有利である。なぜなら、そ
のような光源は、蛍光灯に基づくもの等、他の紫外光源よりも急速にオン／オフを切り替
えられ得るからである。ＬＥＤに基づく紫外光源を使用する更なる利点は、それが比較的
狭いスペクトル発光プロファイルを有することである。
【００７６】
　第２のターゲット表面領域１２が、紫外放射に対する応答性を有するが、第１のターゲ
ット表面領域１１の色と実質的に同じ色を有する材料を含むとき、好ましくは、やはり紫
外放射に対する応答性を有する位置合わせマークが、第１のターゲット表面領域１１及び
第２のターゲット表面領域１２を作成するときにターゲット物体１０上で使用される。
【００７７】
　紫外放射の使用は、このアレンジメントの近くに立つ人々の衣服に存在する蛍光増白剤
の望ましくないフォトルミネッセンスを誘発し得る。従って、更なる例では、近紫外放射
で励起され得るフォトルミネッセンス材料を使用することによって、そのような望ましく
ない効果が低減される。この更なる例では、第１の光源は、ＣＩＥ　１９３１色度図での
色点ｘｙ１を有する一次光出力を発生するために使用される。二次光出力は、第１の光源
の出力と第２及び第３の追加の光源の出力との組合せである。第２の光源は、典型的には
ｘｙ＝（０．１７，０）の近くにある色点ｘｙＢを有する近紫外光源である。結果として
生じるｘｙＢに向かう色シフトを補償するために、第３の光源は、ｘｙＢとｘｙ１をつな
ぐ線上にあるが、色度図の黄色／琥珀色領域に向かうｘｙ１の反対の側にある色点を有す
る。この第３の光源の相対強度は、第１、第２、及び第３の光源の組合せの色点が、ｘｙ

１のものとかなり同じであるように選択される。
【００７８】
　代替として、二次光出力に関して、第１及び第３の光源は、代替の第３の光源によって
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置き換えられてもよく、この代替の第３の光源は、組み合わされた第１の光源と第３の光
源の光出力と同じ色点を有する光出力を生成する。この場合、第１の光源は、二次光出力
が提供されるときにオフに切り替えられるべきである。一例として、一次光出力は、昼白
色光源（約４１００Ｋの色温度）からのものでもよく、二次光出力は、４０５ナノメート
ル付近に中心がある近紫外成分と組み合わせられた、温白色光源（約３０００Ｋの色温度
）からのものでもよい。
【００７９】
　フォトクロミズムの場合、第２のターゲット表面領域１２は、フォトクロミック材料を
含む。フォトクロミック材料は、ターゲット物体１０上の層として塗布されても、ターゲ
ット物体１０の表面に組み込まれてもよい。好ましくは、第１のターゲット表面領域１１
は、フォトクロミック材料を含まず、二次光出力のみが、第２のターゲット表面領域１２
に含まれるフォトクロミック材料のフォトクロミック色変化を誘発することができる放射
を含む。第１のターゲット表面領域１１と第２のターゲット表面領域１２は、実質的に同
様の反射スペクトルを有する場合、一次光出力を用いた照明下で実質的に同じ色を有する
。二次光出力を用いた照明下では、第２のターゲット表面領域１２の色が変わる。好まし
くは、第１のターゲット表面領域１１の色は、二次光出力を用いて照明されたときに変わ
らない。
【００８０】
　一例では、第１のターゲット表面領域１１及び第２のターゲット表面領域１２は、実質
的に同じ反射スペクトルを有する。第１のターゲット表面領域１１及び第２のターゲット
表面領域１２のうち、第２のターゲット表面領域１２のみが、紫外放射に対して応答性を
有するフォトクロミック材料を含む。この例では、一次光出力は紫外放射を含まず、従っ
て、一次光出力を用いた照明下では、第１のターゲット表面領域１１及び第２のターゲッ
ト表面領域１２の色は、光の反射のみによって決定される。第１のターゲット表面領域１
１及び第２のターゲット表面領域１２は、実質的に同じ反射スペクトルを有するため、実
質的に同じ色を有する。二次光出力は、第２のターゲット表面領域１２に含まれるフォト
クロミック材料の色変化を誘発することができる紫外光を含む。二次光出力の残りの部分
は、一次光出力と同様である。二次光出力を用いた照明下では、フォトクロミック材料に
おいて色変化が誘発されるため、第２のターゲット表面領域１２のみが色を変える。第１
のターゲット表面領域１１の色は、依然として光の反射のみによって決定されるため、同
じままである。この例では、フォトクロミック材料は、一次光出力に関して透明な材料で
よい。紫外放射に対する応答性を有するフォトクロミック材料の代替として、約４０５ｎ
ｍの光（人間にはあまり見えない）に対して応答性を有するフォトクロミック材料も使用
され得る。
【００８１】
　図１において、一次光出力と二次光出力を用いた照明下でのターゲット表面１０の異な
る外観は、異なる反射スペクトルを有する第１のターゲット表面領域１１と第２のターゲ
ット表面領域１２を有することによっても引き起こされ得る。これら２つの異なる反射ス
ペクトルは、好ましくは、一次光出力を用いた照明下では、第１のターゲット表面領域１
１と第２のターゲット表面領域１２が同じ色を有し、二次光出力を用いた照明下では、そ
れらが異なる色を有するように選択される。
【００８２】
　一次光出力及び二次光出力を用いた照明下でのターゲット表面１０の異なる外観がフォ
トルミネッセンス又はフォトクロミズムによって引き起こされるとき、目の感度があまり
高くない波長、例えば約４０５ｎｍ付近の波長に対して応答性を有するフォトルミネッセ
ンス又はフォトクロミック材料を使用することが好ましい。これを行うことによって、選
択的に、第２のターゲット表面領域の外観を変え、第１のターゲット表面領域の外観を変
えないことがより容易になる。更に、約４５０ナノメートルよりも長い波長の光に対する
応答性がより低いフォトルミネッセンス又はフォトクロミック材料を使用することが好ま
しい。なぜなら、そのような光は、一般的な照明条件下で典型的に存在し、ターゲット物
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体の外観の望ましくない変化を誘発し得るからである。
【００８３】
　一例では、第１のターゲット表面領域１１と第２のターゲット表面領域１２は、それぞ
れ第１の反射スペクトルと第２の反射スペクトルとを有する。一次照明スペクトルと第１
の反射スペクトルとの積、一次照明スペクトルと第２の反射スペクトルとの積、及び二次
照明スペクトルと第１の反射スペクトルとの積は、実質的に同じスペクトルパワー分布を
有する。二次照明スペクトルと第２の反射スペクトルとの積は、異なるスペクトルパワー
分布を有する。これは、以下の表に概略的に示され、ここで、ＡとＢは、異なるスペクト
ルパワー分布を表す。
【００８４】
【表１】

【００８５】
　この例では、第１のターゲット表面領域１１と第２のターゲット表面領域１２は、一次
光出力を用いた照明下では実質的に同じ外観を有するが、二次光出力を用いた照明下では
異なる外観を有する。更に、第２のターゲット表面領域１２の外観のみが、光出力に応じ
て異なる。第１のターゲット表面領域１１の外観は同じままである。
【００８６】
　本発明のアレンジメントは、例えば小売環境で使用され得て、小売環境では、ターゲッ
ト物体は、販売する商品、又はステッカー、値札、若しくはポスター等の標識である。本
発明のアレンジメントを用いると、例えば商品自体に又は商品を表す標識にメッセージを
動的に表示することによって、小売環境における顧客の注目が、販売する特定の商品に向
けてより強く引き寄せられ得る。そのような表示されるメッセージは、テキストメッセー
ジによるものでも、グラフィックメッセージによるものでもよい。特に、小売環境で使用
されるとき、第２のターゲット表面領域は、ターゲット物体の表面にあるグラフィック要
素（ロゴ、レイアウト、模様、又はラベル等）と位置合わせされ得る。例えば、図１を参
照すると、第２のターゲット表面領域１２は、ターゲット物体１０上の円の模様と位置合
わせされる。
【００８７】
　図２は、本発明によるアレンジメントの一実施形態を示す。アレンジメント１００は、
照明システム１１０と、ターゲット物体１２０とを備える。図２の実施形態では、アレン
ジメントは、小売環境で使用され、ターゲット物体１２０は、棚に陳列された商品である
。照明システム１１０は、一次光出力１１１（図２（ａ））と二次光出力１１２（図２（
ｂ））を用いてターゲット物体１２０を照明するように構成される。
【００８８】
　図２の実施形態では、照明システム１１０は、一次光出力１１１と二次光出力１１２と
の間で切り替えるように構成される。ターゲット物体１２０の表面は、星形の記号を背景
に有する。星形の記号は、第２のターゲット表面領域を表し、星形の記号を取り囲む表面
部分は、第１のターゲット表面領域（この図では符号を付されていない）を表す。星形の
記号は、一次光出力１１１を用いた照明下（図２（ａ））では、背景に溶け込み、二次光
出力１１２を用いた照明下（図２（ｂ））では、目に見えるようになるが、背景の外観は
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実質的に変化しない。
【００８９】
　図３は、本発明によるアレンジメントの一実施形態を示す。アレンジメント２００は、
照明システム２１０と、ターゲット物体２２０とを備える。図３の実施形態では、ターゲ
ット物体２２０は、部屋の壁である。照明システム２１０は、一次光出力２１１（図３（
ａ））と二次光出力２１２（図３（ｂ））を用いてターゲット物体２２０を照明するよう
に構成される。この実施形態では、照明システム２１０は、一次光出力２１１と二次光出
力２１２の間で切り替えるように構成される。ターゲット物体２２０の表面は、複数の雲
形の記号を背景に有する。複数の雲形の記号は、第２のターゲット表面領域を表し、雲形
の記号を取り囲む表面部分は、第１のターゲット表面領域（この図では符号を付されてい
ない）を表す。雲形の記号は、一次光出力２１１を用いた照明下（図３（ａ））では、背
景に溶け込み、二次光出力２１２を用いた照明下（図３（ｂ））では、目に見えるように
なるが、背景の外観は実質的に変化しない。
【００９０】
　図２及び図３に示される実施形態では、照明システム１１０及び２１０は、第１の光出
力と第２の光出力を提供することが可能な単一の照明デバイスの形態で描かれている。こ
れらの実施形態に関して、それぞれ光出力を提供することが可能な複数の個別の照明デバ
イスの形態で照明システムを有することも可能である。例えば、図２のアレンジメントで
は、第１の光出力１１１は、小売環境で天井に位置された第１の照明デバイス、例えば通
常の照明目的にも使用される照明デバイスによって提供され得て、一方、第２の光出力１
１２は、第１の照明デバイスの出力と第２の照明デバイスの出力との組合せであり、ここ
で、第２の照明デバイスは、ターゲット物体１２０が陳列される棚又はその近くに位置さ
れる。第２の照明デバイスは、バッテリ駆動式でよく、これは、棚が一時的な販売促進デ
ィスプレイの一部である場合に特に有利である。
【００９１】
　図４は、本発明によるアレンジメントの一実施形態を示す。アレンジメント３００は、
第１の照明デバイス３１０と第２の照明デバイス３２０を有する照明システムを備える。
また、アレンジメント３００は、部屋の壁の形でのターゲット物体３３０を備える。照明
システムは、一次光出力と二次光出力を用いてターゲット物体３３０を照明するように構
成される。一次光出力は、第１の照明デバイス３１０の出力３１１のみからなり、二次光
出力は、それぞれ第１の照明デバイス３１０と第２の照明デバイス３２０の出力３１１と
３２１の重ね合わせからなる。ターゲット物体３３０の表面は、複数の雲形の記号を背景
に有する。複数の雲形の記号は、第２のターゲット表面領域を表し、雲形の記号を取り囲
む表面部分は、第１のターゲット表面領域（この図では符号を付されていない）を表す。
この実施形態では、照明システムは、一次光出力と二次光出力を同時に提供するように構
成される。第１の照明デバイス３１０の出力３１１は、ターゲット表面３３０全体を照明
するためのものであり、時間にわたって一定である。第２の照明デバイス３２０の出力３
２１は、ターゲット表面３３０の一部のみに向けられ、時間にわたって、ターゲット表面
３３０の異なる部分を照明するように方向を変える。図４（ａ）～（ｃ）は、異なる時点
でのアレンジメント３００を示す。一次光出力を用いて照明されるターゲット物体３３０
の部分では、雲形の記号は、背景に溶け込む。二次光出力を用いて照明されたターゲット
物体３３０の部分では、雲形の記号が目に見えるようになるが、背景の外観は実質的に変
化しない。
【００９２】
　図４において、二次光出力は、ターゲット物体３３０の異なる部分を照明するように時
間にわたって変化する。これは、例えば、第２の照明デバイス３２０の向きを機械的に変
えることによって、第２の照明デバイス３２０の出力３２１を指向し直すことによって行
われる。図５は、ターゲット物体の異なる部分を照明するように時間にわたって二次光出
力を変化させる代替方法を示す。図５は、第１の照明デバイス５１０と第２の照明デバイ
ス５２０を有する照明システムを備える本発明によるアレンジメントの一実施形態を示す
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。第２の照明デバイス５２０は、一列に配置された複数の光源５２１～５２４を備える。
これらの光源５２１～５２４を順次に切り替えることによって、二次光出力は、ターゲッ
ト物体５３０の異なる部分を照明するように時間にわたって変化するが、第２の照明デバ
イス５２０は、全体として静止したままである。
【００９３】
　図６は、本発明によるアレンジメントの一実施形態を示す。見やすくするために、照明
システム自体は図６に示されておらず、ターゲット物体４２０上への一次光出力４１１及
び二次光出力４１２の投影のみが示されている。図６において、ハッチングされた部分は
、単に、二次光出力４１２を用いて照明されたターゲット物体４２０の部分を示すための
ものであることに留意されたい。その部分の実際の視覚的外観を示すことは意図されてい
ない。ターゲット物体４２０の表面は、複数の星形の記号を背景に有する。各星形の記号
は、第２のターゲット表面領域を表し、星形の記号を取り囲む表面部分は、第１のターゲ
ット表面領域（この図では符号を付されていない）を表す。一次光出力４１１を用いた照
明下で、星形の記号は、背景に溶け込む。二次光出力４１２を用いた照明下では、星形の
記号は、背景とコントラストを成し、目に見えるようになる。図６（ａ）は、第１の時点
でのアレンジメントを示し、図６（ｂ）は、別の時点での同じアレンジメントを示す。
【００９４】
　図７は、本発明によるアレンジメントの一実施形態を示し、見やすくするために、照明
システム自体は示されていない。図７は、第１のターゲット表面領域６２１と、第２のタ
ーゲット表面領域６２２と、第３のターゲット表面領域６２３とを有するターゲット表面
６２０を示す。第２のターゲット表面領域６２２と第３のターゲット表面領域６２３は、
同心リングの形態を有し、第１のターゲット表面領域６２１は、ターゲット表面の残りの
領域を表す。（図７（ａ）に示される）一次光出力を用いた照明下では、第２のターゲッ
ト表面領域６２２及び第３のターゲット表面領域６２３は、背景に溶け込む（即ち、第１
のターゲット表面領域６２１と実質的に同じ視覚的外観を有する）。（図７（ｂ）に示さ
れる）二次光出力を用いた照明下では、第２のターゲット表面領域６２２の外観のみが変
化して、目に見えるようになる。この特定のアレンジメントでは、照明システムは、第３
の照明スペクトルを有する三次光出力を用いてターゲット表面６２０を照明するように構
成され、その結果が、図６（ｃ）に示されている。この三次光出力を用いた照明下で、第
３のターゲット表面領域６２３の外観は変化し、目に見えるようになる。光出力の間で切
り替えることによって、サイズが変化するリングの知覚が生成され得る。当然、所望のア
ニメーションを生み出すために、この実施形態で任意の他の種類の形状が使用され得る。
【００９５】
　複数の光出力を使用して所望のアニメーションを生み出すために、異なるスペクトル感
度を有するフォトルミンセント又はフォトクロミック材料が使用され得る。図７に示され
る実施形態では、第２のターゲット表面領域６２２と第３のターゲット表面領域６２３は
それぞれフォトルミネッセンス材料を含むことがあり、それらのフォトルミネッセンス材
料は、他方の材料を光励起することが可能でない放射で光励起され得るようにそれぞれ選
択され、従って、二次光出力と三次光出力はそれぞれ、フォトルミネッセンス材料の一方
を選択的に光励起するために使用され得る。例えば、第２のターゲット表面領域６２２は
、より短い波長に対してのみ応答性を有するフォトルミネッセンス材料を含むことがあり
、第３のターゲット表面領域６２３は、少なくともより長い波長にも応答するフォトルミ
ネッセンス材料を含み、それにより、ターゲット表面を照明するために使用される光出力
に応じて、一方若しくは他方、又は両方のフォトルミネッセンス材料が光励起され得る。
【００９６】
　図８は、本発明によるアレンジメントにおいて、ターゲット表面の任意の領域に時間の
関数として一次光出力と二次光出力が提供され得て、各光出力が最大値と最小値の間で変
化する様子を示す。そのような変化は、光出力の変化する強度の結果でよく、又は光出力
の方向の変化によるものでよい。図８では、最小値がゼロで示されているが、最大値とゼ
ロでない最小値との間で変化することも可能である。また、図８に示される光出力の変化
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は定期的である必要はないことに留意されたい。また、光出力は、ランダムに変化しても
よく、及び／又は光出力は、バーストとして提供されてもよい。
【００９７】
　図８ａ及び図８ｂにおいて、一次光出力と二次光出力は順次に提供され、図８ｂの状況
では、一次光出力と二次光出力の間で幾らかのクロスフェーディングが生じる。
【００９８】
　図８ａにおいて、ターゲット表面上の任意の領域が一次光出力と二次光出力とのうちの
一方のみを用いて照明される状況から、一次光出力と二次光出力の他方のみを用いて照明
される状況になるまでにかかる最短時間は、ほぼゼロである（一次光出力と二次光出力は
それぞれ、ほぼ瞬時にオン及びオフに切り替えられる）。即ち、図８ａの任意の領域が、
一次光出力と二次光出力の間で変化するのに最短の時間を有するターゲット表面の部分で
ある場合、図８ａは、Δｔがゼロに近付く状況を表す。
【００９９】
　図８ｂの任意の領域が、一次光出力と二次光出力の間で変化するのに最短の時間を有す
るターゲット表面の部分である場合、Δｔは、一次光出力と二次光出力のいずれか一方の
最大値と最小値との間の時間によって与えられる。
【０１００】
　図８ｃでは、ターゲット表面の任意の領域は、一次光出力のみを用いて連続的に照明さ
れ、図８ｄでは、二次光出力のみを用いて連続的に照明される。
【０１０１】
　ターゲット表面が、一次光出力と二次光出力とを用いて静的に照明されるとき、一次光
出力と二次光出力とのうちの一方のみを用いて照明される状況から、一次光出力と二次光
出力とのうちの他方のみを用いて照明される状況に変化する任意のターゲット表面領域は
存在しない。静的な照明は、一次光出力と二次光出力がどちらも連続的に存在し、それぞ
れ、時間にわたって変化しないターゲット表面の一部分を連続的に照明している場合を表
す。静的な照明の場合には、Δｔは、ゼロに設定されるべきである。
【０１０２】
　本発明のアレンジメントが、小売環境等の環境内に設置されなければならないとき、ア
レンジメントの現実的なプレビュー、特にアレンジメントが動作中であるときのターゲッ
ト物体の外観の現実的なプレビューを生成することが可能であることが好ましい。この目
的で、照明システムの一次及び二次照明スペクトル、並びに第１及び第２のターゲット表
面領域の光学的特性を考慮に入れなければならない。第１及び第２のターゲット表面領域
の光学的特性に関して、これらのターゲット表面領域の一方に含まれ得る任意のフォトル
ミネッセンス又はフォトクロミック材料の光学的応答を知ることが重要である。考慮に入
れられるべきパラメータは、例えば、フォトクロミック及びフォトルミネッセンス効果の
ための紫外放射を用いた照明に対する光学的応答、並びに、フォトルミネッセンスの可視
性を判定するための可視光と非可視光（紫外光等）との強度の比である。
【０１０３】
　特定の商品に注目を引き寄せるために本発明のアレンジメントを使用するとき、商品の
視覚的外観のダイナミクスが、ブランドのオンラインアイデンティティとオフラインアイ
デンティティを連係させることを可能にする。テレビジョン及びインターネットでの広告
のリズム及び／又はダイナミクスが、店頭での動的に変化する視覚的外観によって繰り返
され得る。
【０１０４】
　上記のようなアレンジメントで使用するための照明デバイスは、３つ以上の個別にアド
レス可能なＬＥＤ光源を備えることがあり、ここで、各ＬＥＤ光源は、任意の他のＬＥＤ
光源の照明スペクトルとは異なる照明スペクトルを有する光出力を提供するように構成さ
れる。各ＬＥＤ光源は、直接発光ＬＥＤ（即ち、その光出力が蛍光体変換に基づかないＬ
ＥＤ）、又は蛍光体変換ＬＥＤ（即ち、その光出力が蛍光体に基づくＬＥＤ）を備えるこ
とがある。例えば、照明デバイスは、それぞれ赤色、緑色、青色、白色、及び琥珀色の１
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つを発光するための４つの個別にアドレス可能なＬＥＤ光源を備えることがある。この照
明デバイスは、第１のモードと第２のモードで動作され得る。第１のモードでは、照明デ
バイスは、第１の色を表現する一次照明スペクトルを有する一次光出力を提供することが
でき、第２のモードでは、照明デバイスは、第２の色を表現する二次照明スペクトルを有
する二次光出力を提供することができる。第１の色と第２の色とは実質的に同じでよく、
一次照明スペクトルと二次照明スペクトルとは異なっていてよい。
【０１０５】
　上記の照明デバイスは、（例えば約５０００Ｋの色温度を有する）白色を表す広い蛍光
体変換スペクトルの形態での一次照明スペクトルと、一次照明スペクトルの色と実質的に
等しい色を生み出す所定の比率で混合された赤色、緑色、及び青色成分からなる二次照明
スペクトルとを提供することが可能である。これら２つの照明スペクトルは実質的に同じ
色を表現するが、スペクトルの赤色部分で、一次照明スペクトルに比べて二次照明スペク
トルが比較的高い強度を含むことが明らかである。
【０１０６】
　この照明デバイスが、白色領域を有するターゲット表面を照明するために使用されると
き、観測者は、２つのモード間で切り替えるときに、この白色領域の外観の相違を認識し
ない。しかし、ターゲット表面が赤色領域（即ち、スペクトルの赤色部分での光に対して
特に反射性が高い領域）も含むとき、観測者は、２つのモード間で切り替えるときに、白
色領域と赤色領域の間のコントラストの明瞭な変化を認識する。白色領域と赤色領域が、
交通標識の表面の一部であるとき、照明デバイスは、交通標識への注目をより良く引き寄
せるために使用され得る。
【０１０７】
　特定のスペクトル領域において、二次照明スペクトルのピーク強度が、同じスペクトル
領域内の一次照明スペクトルのピーク強度よりも少なくとも５０％高い、好ましくは少な
くとも２倍、より好ましくは３～４倍であるとき、良好な結果が実現され得ることが実験
により観察されている。
【０１０８】
　また、２つのモードの照明スペクトルが約５５０ｎｍ～約６００ｎｍの波長範囲内、又
は約６００ｎｍ～約６４０ｎｍの波長範囲内、又は約６４０ｎｍ～約６８０ｎｍの波長範
囲内で異なる照明デバイスを用いて良好な結果が実現され得ることも実験により観察され
ている。これらの結果は、これらの波長範囲の相違が少なくとも３０％、好ましくは少な
くとも５０％、より好ましくは少なくとも７０％であるときに最適化され得る。
【０１０９】
　本明細書では以後、本発明のアレンジメントを、３つの例を用いて更に例示する。これ
らの例のそれぞれにおいて、照明デバイスは、第１のターゲット表面領域及び第２のター
ゲット表面領域を含むターゲット表面を有するターゲット物体を照明するために使用され
る。更に、これらの例それぞれにおいて、使用される照明デバイスは、一次光出力と二次
光出力の間で切り替えることができる。照明デバイスが図８（ａ）に示されるパターンに
従って切り替わる場合、ターゲット表面上の任意の領域の照明が一次光出力と二次光出力
の間で変化するのにかかる最短時間（Δｔ）は、ほぼゼロであり、従って、ΔＥ０＋αΔ
ｔの解は、約８である。即ち、照明デバイスが、図８（ａ）に例示されるパターンに従っ
て切り替える場合、一次光出力と二次光出力の間の色の差に関する所定の閾値（ΔＥＴ）
は一定になり、８になる。照明デバイスが、図８（ｂ）に例示されるパターンに従って切
り替える場合、所定の閾値（ΔＥＴ）は、実際のスイッチング周波数に依存する。０．３
３Ｈｚ未満のスイッチング周波数に関して、Δｔは、１．５秒よりも大きく、従って、Δ
Ｅ０＋αΔｔの解は、２０よりも大きい。従って、そのようなスイッチング周波数では、
一次光出力と二次光出力との色の差に関する所定の閾値（ΔＥＴ）は一定になり、２０に
なる。０．３３Ｈｚを超えるスイッチング周波数に関して、所定の閾値（ΔＥＴ）は、周
波数の関数として減少する。例えば、照明デバイスが、１Ｈｚの周波数で一次光出力と二
次光出力の間で切り替えるとき、Δｔは、０．５秒である。これらの条件下で、ΔＥ０＋
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αΔｔは値１２であり、この値は、２０よりも低く、これらの条件下での所定の閾値（Δ
ＥＴ）を表す。スイッチング周波数の増加と共に、所定の閾値（ΔＥＴ）の値は減少し、
最終的には、無限に高いスイッチング周波数の極限において、値８に近付く。
【０１１０】
　第１の例は、条件等色に関し、図９に示されている。この例で使用される照明デバイス
は、ＬＥＤ光源を含み、図９（ａ）に示されるように、一次照明スペクトル９１０を有す
る一次光出力と、二次照明スペクトル９２０を有する二次光出力とを提供するように構成
される。一次照明スペクトル９１０及び二次照明スペクトル９２０は、一次光出力と二次
光出力との両方の下で白色反射標準から反射された光のスペクトルパワー分布を分光放射
計を用いて測定することによって得られている。ＣＩＥ標準観測者カラーマッピング関数
を使用して、一次照明スペクトル９１０と二次照明スペクトル９２０とのＣＩＥ　１９３
１　ＸＹＺ値が計算され得る。
【０１１１】
【表２】

【０１１２】
　一次照明スペクトル９１０と二次照明スペクトル９２０とが同じＣＩＥ　１９３１　Ｘ
ＹＺ値を有するため、それらの色の差（ΔＥ）はゼロである。これは、実際のスイッチン
グパターンとは無関係に、一次光出力と二次光出力が、所定の閾値（８～２０のいずれか
）よりも低い色の差を常に有することを意味する。
【０１１３】
　第１の例では、図９（ｂ）に示されるように、第１のターゲット表面領域は、第１の反
射スペクトル９３０を有し、第２のターゲット表面領域は、第２の反射スペクトル９４０
を有する。照明スペクトルと反射スペクトルを比較すると、一次照明スペクトル９１０と
二次照明スペクトル９２０は、第１の反射スペクトル９３０と第２の反射スペクトル９４
０との間にも比較的大きな差があるスペクトル領域内で最も大きく異なる。
【０１１４】
　第１のターゲット表面領域及び第２のターゲット表面領域はそれぞれ、一次光出力及び
二次光出力を用いて照明され得る。そのような照明時にこれらの第１及び第２のターゲッ
ト表面領域から戻される光のスペクトルパワー分布は、分光放射計を用いて測定され得る
。一次照明スペクトル９１０を有する一次光出力を用いた照明時に第１のターゲット表面
領域から戻される光は、スペクトルパワー分布９５０を有するものとして測定される。ス
ペクトルパワー分布９６０は、一次照明スペクトル９１０を有する一次光出力を用いた第
２のターゲット表面領域の照明に関して測定される。二次照明スペクトル９２０を有する
二次光出力を用いた照明時に第１のターゲット表面領域から戻される光は、スペクトルパ
ワー分布９７０を有するものとして測定される。スペクトルパワー分布９８０は、二次照
明スペクトル９２０を有する二次光出力を用いた第２のターゲット表面領域の照明に関し
て測定される。
【０１１５】
　スペクトルパワー分布９５０、９６０、９７０、及び９８０は、図９（ｃ）及び図９（
ｄ）に示されており、各スペクトルパワー分布に関して、ＣＩＥ　１９３１　ＸＹＺ値は
、ＣＩＥ標準観測者カラーマッピング関数を使用して計算され得る。



(22) JP 2016-514894 A 2016.5.23

10

20

30

40

50

【０１１６】
【表３】

【０１１７】
　上記のＣＩＥ　１９３１　ＸＹＺ値から、一次照明スペクトル９１０を用いて照明され
た理想的な白色拡散器から反射された光のスペクトルパワー分布のＣＩＥ　１９３１　Ｘ
ＹＺ値を基準白色点として使用して、ＣＩＥ　１９７６（Ｌ＊ａ＊ｂ＊）色空間内の点が
計算され得る。
【０１１８】
【表４】

【０１１９】
　第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域のコントラストを測定するため
に、これら２つの領域の間の色の差は、一次照明スペクトル９１０を用いた又は二次照明
スペクトル９２０を用いた照明下で、式（２）を使用して計算され得る。

【数２】

【０１２０】
　第１の例に関して、一次照明スペクトル９１０を用いた照明に関する式（２）の解は、
３．６の色の差であり、二次照明スペクトル９２０を用いた照明に関して、色の差は、１
１．８まで増加している。従って、第１の例では、同じ色を有する（色の差がゼロである
）が、異なる照明スペクトルを有する２つの光出力の間で切り替えることができる光源が
使用される。この光源が白色の表面を照明するとき、２つの光出力の間でのスイッチング
時にこの表面の外観の変化は観察されない。しかし、この光源が、照明スペクトルが異な
るスペクトル領域と同じスペクトル領域内で反射スペクトルが異なる２つの表面領域を有
する表面を照明するとき、２つの光出力間のスイッチング時に、これら２つの表面領域間
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のコントラストの変化が観察される。
【０１２１】
　第２の例は、フォトルミネッセンスに関し、図１０に示されている。第２の例の照明デ
バイスに関して、図１０（ａ）に示されるように、一次光出力は、一次照明スペクトル１
０１０を有し、二次光出力は、二次照明スペクトル１０２０を有する。一次照明スペクト
ル１０１０に比べて、二次照明スペクトル１０２０が、４００ｎｍ付近に中心がある強い
成分を有することが明らかである。その他には、一次照明スペクトル１０１０と二次照明
スペクトル１０２０は、同様のスペクトル分布を有する。第１の例と同様に、ＣＩＥ標準
観測者カラーマッピング関数を使用して、一次照明スペクトルと二次照明スペクトルのＣ
ＩＥ　１９３１　ＸＹＺ値が計算され得て、これらの値から、ＣＩＥ　１９７６（Ｌ＊ａ
＊ｂ＊）色空間内の点が計算され得る。
【０１２２】
【表５】

【０１２３】
　一次照明スペクトル１０１０が、それぞれ１００、０．０、及び０．０のＬ＊、ａ＊、
及びｂ＊値を有することに留意されたい。これは、ＣＩＥ　１９３１　ＸＹＺ値からのこ
れらの値の計算に関して、一次照明スペクトル１０１０が基準として使用されるからであ
る。上のＬ＊、ａ＊、及びｂ＊値を使用して、一次照明スペクトル１０１０と二次照明ス
ペクトル１０２０の色の差は、７．７と計算される。これは、第１の例の場合もそうであ
ったように、実際のスイッチングパターンとは無関係に、一次光出力と二次光出力が、所
定の閾値（８～２０のいずれか）よりも低い色の差を常に有することを意味する。
【０１２４】
　この第２の例では、第１及び第２のターゲット表面領域は、第２のターゲット表面領域
のみが、約４００ｎｍ（即ち、一次照明スペクトル１０１０と二次照明スペクトル１０２
０が顕著に異なるスペクトル範囲内）の放射で光励起され得る蛍光体を含むように選択さ
れる。この例で使用される特定の蛍光体は、５００ｎｍ～６００ｎｍの間のルミネッセン
ス発光帯域を有する。第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域はそれぞれ
、一次光出力と二次光出力を用いて照明され得る。そのような照明時にこれら第１及び第
２のターゲット表面領域から戻される光のスペクトルパワー分布は、分光放射計を用いて
測定され得る。この第２の例では、ターゲット表面領域から戻される光は、反射光とフォ
トルミネッセンス光とを含むことに留意されたい。一次照明スペクトル１０１０を有する
一次光出力を用いた照明時に第１のターゲット表面領域から戻される光は、スペクトルパ
ワー分布１０３０を有するものと測定される。スペクトルパワー分布１０４０は、一次照
明スペクトル１０１０を有する一次光出力を用いた第２のターゲット表面領域の照明に関
して測定される。二次照明スペクトル１０２０を有する二次光出力を用いた照明時に第１
のターゲット表面領域から戻される光は、スペクトルパワー分布１０５０を有するものと
して測定される。スペクトルパワー分布１０６０は、二次照明スペクトル１０２０を有す
る二次光出力を用いた第２のターゲット表面領域の照明に関して測定される。
【０１２５】
　スペクトルパワー分布１０３０、１０４０、１０５０、及び１０６０は、図１０（ｂ）
及び図１０（ｃ）に示されている。スペクトル分布１０３０と１０４０は、ほぼ同一であ
る。スペクトル分布１０５０と１０６０は、４００ｎｍ付近のスペクトル領域、及び５０
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０ｎｍ～６００ｎｍの間のスペクトル領域で異なる。（第１のターゲット表面領域が二次
光出力を用いて照明されるときに得られる）スペクトル分布１０５０に比べて、（第２の
ターゲット表面領域が二次光出力を用いて照明されたときに得られる）スペクトル分布１
０６０は、４００ｎｍ付近のスペクトル領域（人間の目は、このスペクトル領域内での放
射に関して比較的感度が低く、この放射は、蛍光体によって一部吸収される）ではより低
い強度を有するが、５００ｎｍ～６００ｎｍの間のスペクトル領域（これは、蛍光体がフ
ォトルミネッセンスを生成する領域である）ではより高い強度を有する。第１の例と同様
に、スペクトルパワー分布１０３０、１０４０、１０５０、及び１０６０それぞれに関し
て、ＣＩＥ標準観測者カラーマッピング関数を使用してＣＩＥ　１９３１　ＸＹＺ値が計
算され得て、これらのＣＩＥ　１９３１　ＸＹＺ値から、ＣＩＥ１９７６（Ｌ＊ａ＊ｂ＊

）色空間内の点が計算され得る。
【０１２６】
【表６】

【０１２７】
【表７】

【０１２８】
　第１のターゲット表面領域及び第２のターゲット表面領域のコントラストに関する尺度
として、前に使用されたのと同じ式を使用して、一次照明スペクトル１０１０又は二次照
明スペクトル１０２０を用いた照明下で、これら２つの領域間の色の差を計算することが
できる。一次照明スペクトル１０１０を用いた照明に関するそのような計算の解は、７．
３の色の差である。二次照明スペクトル１０２０を用いた照明に関して、色の差は、２３
．９まで増加している。従って、第２の例では、閾値よりも低い色の差を有するが、異な
る照明スペクトルを有する２つの光出力の間で切り替えることができる光源が使用される
。この光源が白色の表面を照明するとき、２つの光出力の間でのスイッチング時にこの表
面の外観は顕著には変化しない。しかし、この光源が、２つの表面領域を有する表面を照
明し、表面領域の一方が、照明スペクトルの１つのみに主に存在する放射で光励起され得
る蛍光体を含むとき、２つの光出力間でのスイッチング時に、これら２つの表面領域間の
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【０１２９】
　第３の例は、フォトクロミズムに関し、図１１に示されている。この第３の例で使用さ
れる光源は、第２の例に関して使用される光源と同じである。即ち、一次光出力は、ここ
でも一次照明スペクトル１０１０を有し、二次光出力は、ここでも二次照明スペクトル１
０２０を有する。従って、この例でも、実際のスイッチングパターンとは無関係に、一次
光出力と二次光出力とが常に、所定の閾値よりも低い色の差を有する。
【０１３０】
　この第３の例では、第１及び第２のターゲット表面領域は、第２のターゲット表面領域
のみが、約４００ｎｍ（即ち、一次照明スペクトル１０１０と二次照明スペクトル１０２
０が顕著に異なるスペクトル範囲内）の吸収時に可逆に変換を受けることがある材料を含
むように選択される。そのような材料の吸収時、第２のターゲット表面領域に含まれる材
料は、第１の状態から第２の状態に変換し、ここで、第１の状態に比べて、第２の状態は
、スペクトルの黄色／緑色部分での放射をより強く吸収することができ、従って、材料は
、第２の状態であるときには青味がかった外観を有する。これは、一次光出力と二次光出
力を用いた照明時に、これらの第１及び第２のターゲット表面領域から戻される光のスペ
クトルパワー分布から明らかである。一次照明スペクトル１０１０を有する一次光出力を
用いた照明時に第１のターゲット表面領域から戻される光は、スペクトルパワー分布１１
１０を有するように測定される。スペクトルパワー分布１１２０は、一次照明スペクトル
１０１０を有する一次光出力を用いた第２のターゲット表面領域の照明に関して測定され
る。二次照明スペクトル１０２０を有する二次光出力を用いた照明時に第１のターゲット
表面領域から戻される光は、スペクトルパワー分布１１３０を有するものとして測定され
る。スペクトルパワー分布１１４０は、二次照明スペクトル１０２０を有する二次光出力
を用いた第２のターゲット表面領域の照明に関して測定される。
【０１３１】
　スペクトルパワー分布１１１０、１１２０、１１３０、及び１１４０は、図１１（ａ）
及び図１１（ｂ）に示されている。第１及び第２の例と同様に、スペクトルパワー分布１
１１０、１１２０、１１３０、及び１１４０それぞれに関して、ＣＩＥ標準観測者カラー
マッピング関数を使用してＣＩＥ　１９３１　ＸＹＺ値が計算され得て、これらのＣＩＥ
　１９３１　ＸＹＺ値から、ＣＩＥ１９７６（Ｌ＊ａ＊ｂ＊）色空間内の点が計算され得
る。
【０１３２】
【表８】

【０１３３】
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【表９】

【０１３４】
　第１のターゲット表面領域と第２のターゲット表面領域とのコントラストに関する尺度
として、前に使用されたのと同じ式を使用して、一次照明スペクトル１０１０又は二次照
明スペクトル１０２０を用いた照明下で、これら２つの領域間の色の差を計算することが
できる。一次照明スペクトル１０１０を用いた照明に関するそのような計算の解は、７．
６の色の差である。二次照明スペクトル１０２０を用いた照明に関して、色の差は、１５
．３まで増加している。従って、第３の例では、閾値よりも低い色の差を有するが、異な
る照明スペクトルを有する２つの光出力の間で切り替えることができる光源が使用される
。この光源が白色の表面を照明するとき、２つの光出力の間でのスイッチング時にこの表
面の外観は顕著には変化しない。しかし、この光源が、２つの表面領域を有する表面を照
明し、表面領域の一方が、照明スペクトルの一方のみに主に存在する放射の吸収時に、第
１の状態から、第１の状態とは異なる色を有する第２の状態に可逆に変換することができ
る材料を含むとき、２つの光出力間でのスイッチング時に、これら２つの表面領域間のコ
ントラストの変化が観察される。
【０１３５】
　上記の３つの例に加えて、図１２は、本発明のアレンジメントで使用するための照明デ
バイスの一次照明スペクトル１２１０及び二次照明スペクトル１２２０を示す。どちらの
照明スペクトルも、２７００Ｋ～６５００Ｋの範囲内の相関色温度を有する白色を表現し
、２つの色の色の差は、所定の閾値（ΔＥＴ）よりも低い。緑色スペクトル領域（ａ）、
赤色スペクトル領域（ｂ）、及び濃い赤色スペクトル領域（ｃ）それぞれにおいて、二次
照明スペクトル１２２０のピーク強度は、これらの各領域で一次照明スペクトル１２１０
のピーク強度の少なくとも２倍である。
【０１３６】
　本発明は、図面及び前述の説明で詳細に図示及び説明されているが、そのような図示及
び説明は、例説又は例示とみなされ、限定とみなされるべきではない。本発明は、開示さ
れる実施形態に限定されない。開示される実施形態に対する変形形態は、図面、本開示、
及び添付の特許請求の範囲の検討により、当業者には理解され得、及び特許請求される発
明を実践する際に実施され得る。特許請求の範囲において、語「備える（comprising）」
は、他の要素又はステップを除外せず、「１つの（a）」又は「１つの（an）」は、複数
を除外しない。特定の手段が互いに異なる従属請求項に記載されていることだけでは、こ
れらの手段の組合せが有利に使用され得ないことは示さない。特許請求の範囲における任
意の参照符号は、範囲を限定するものと解釈されるべきではない。
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